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高炉セメントB種（BB）にシリカフューム（S）を加えた
3成分系結合材コンクリートの塩分浸透抵抗性

溶融スラグを骨材として用いたコンクリートの耐凍害性
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セメント・コンクリート研究室

自然科学系 教授

佐伯  竜彦  SAEKI Tatsuhiko http://concrete.eng.
niigata-u.ac.jp/

産業副産物・廃棄物を利用した高耐久コンクリートの開発
●キーワード● 高炉セメント、シリカフューム、溶融スラグ、水和物、耐久性

　産業副産物や廃棄物をコンクリート用材料として有
効活用し、高耐久なコンクリートの開発に関する研究を
しています。
　材料・配合を適切に選定することによって、生成する
水和物を制御し、高耐久化を実現する手法を検討してい
ます。これによって、現在活用されていない材料を用い
てコンクリートの性能を向上させるだけでなく、コンク
リートに悪影響を及ぼす材料による性能低下を他の材
料や配合の工夫によって補って使用するなど、処分に
困っていた廃棄物などの資源化にも応用できると考え
ています。
　これまでの研究では、JIS規格を満たさないシリカ
フュームを用いたコンクリートの高耐久化、ゴミ溶融ス
ラグを用いたコンクリート製品の開発を行いました。
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アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　種々の分析装置を保有しており、生成する水和物
からコンクリートのマクロな性能を評価することが
可能です。

・副産物や廃棄物の有効利用を検討してる自治体、企
業との共同研究を希望します。

関連する知的財産
論文 等

専門分野 コンクリート工学

バラスト軌道

単調載荷過程・繰り返し載荷過程における解析結果

レール継目での
道床上面変位分布

軌道パッド作用力と
その標準偏差の時刻歴

応用力学研究室

自然科学系 教授

紅露  一寛  KORO Kazuhiro http://applmech.
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交通荷重の繰り返し作用に伴う軌道・路盤の
不可逆変形挙動の解析評価に関する研究
●キーワード● 繰り返し変形挙動、軌道・路盤、弾塑性モデル、有限要素法、動的作用、形状・物性値の空間的ばらつき

　本研究室では、鉄道軌道に敷設されている「バラスト道床」
の繰り返し変形挙動の効率的な解析評価手法の開発に取り
組んでいます。バラスト道床は砕石粒子の集合体からなり、
25cm程度の層厚で敷設されます。列車荷重の繰り返し作用
により、道床や路盤には不可逆的な変形が生じ、極めて多数
回の繰り返し作用ののち、上面の「沈下」として維持管理上の
問題として顕在化します。
　本研究室では、バラスト道床および地盤材料からなる路
盤部をcyclic densificationモデルでモデル化し、有限要素
法で繰り返し変形挙動を効率よく定量評価する解析手法を
開発しています。また、繰り返し変形の発生・進展への寄与の
大きい衝撃外力の評価が必要な場合には、動的解析との弱
連成解析法を構成し適用しています。
　なお、バラスト道床は層厚に比して粒径が小さくない粒子
集合体であり、力学挙動の空間的ばらつきが存在します。その
ため、確率有限要素法を用いて、幾何情報や力学挙動のばら
つきの影響を考慮した繰り返し変形解析を実現しています。
　本研究の成果は、バラスト道床の変形メカニズムの解明だ
けでなく、軌道の効率的な保守作業の実現や設計の合理化
に寄与し、鉄道事業者の経営安定化に貢献することが期待さ
れます。

FE-based ballast settlement analysis considering wheel-track dynamic response，Koro, K., Abe, 
K.，Proc. of Int. Sympo. speed-up & Sust. Tech. for Railway & Maglev Sys., 2015.
バラスト材の複数の材料物性値の空間的ばらつきを考慮したバラスト道床沈下解析法，紅露一寛，阿部和久，
土木学会鉄道工学シンポジウム論文集，Vol.26， pp.259-266，2022

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　構造物の動的作用と弾塑性挙動の連成を考慮した
繰り返し変形解析が実現できます。
　構造部材の形状や力学挙動の空間的ばらつきの影
響を考慮した変形解析が実現できます。

・本研究室では、有限要素法などの計算力学手法を用
いて、各種力学現象の解明に取り組んでいます。シ
ミュレーションでお困りの製造業・建設業の皆様と
の協働を希望します。

関連する知的財産
論文 等

専門分野 土木工学、応用力学、計算力学、鉄道工学

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 6-36-2


